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鵠沼石上地区自主防災組織個人情報の保護に関する規程 

 

（趣旨） 

第１条 この規程は、鵠沼石上地区自主防災組織が保有する個人情報の取り扱

いに関し必要な事項を定めるものとする。 

 

（目的） 

第２条 この規程は、個人情報の適正な取り扱いに関し、鵠沼石上地区自主防

災組織が遵守すべき義務等を定めることにより、当該自主防災組織の

区域内に居住する災害時要援護者（以下「要援護者」という。）の権利

利益を保護することを目的とする。 

 

（定義） 

第３条 この規程において「個人情報」とは、生存する個人に関する情報であ

って、当該情報に含まれる氏名、生年月日、その他の記述等により特

定の個人を識別することができるもの（他の情報と容易に照合するこ

とができ、それにより特定の個人を識別することができることとなる

ものを含む。）をいう。 

 ２ この規程において「保有個人情報」とは、鵠沼石上地区自主防災組織が

保有する、要援護者に係わる個人情報をいう。 

 ３ この規程において「本人」とは、個人情報によって識別される特定の個

人をいう。 

 

（利用目的の特定） 

第４条 鵠沼石上地区自主防災組織が、個人情報を取り扱うに当たっては、そ

の利用の目的（以下「利用目的」という。）をできる限り特定しなけれ

ばならない。 

 ２ 利用目的を変更する場合には、変更前の利用目的と相当の関連性を有す

ると合理的に認められる範囲を超えて行ってはならない。 

 

（利用目的による制限） 

第５条 鵠沼石上地区自主防災組織は、あらかじめ本人の同意を得ないで前条

の規定により特定された利用目的の達成に必要な範囲を超えて、個人

情報を取り扱ってはならない。 
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（適正な取得） 

第６条 鵠沼石上地区自主防災組織は、偽りその他不正の手段により個人情報

を取得してはならない。 

 

（取得に際しての利用目的の通知等） 

第７条 鵠沼石上地区自主防災組織は、要援護者からの申し出を受理すること

に伴い、避難支援希望の申出書類に記載された当該本人の個人情報を

取得する場合その他本人から直接書面に記載された当該本人の個人情

報を取得する場合は、あらかじめ本人に対し、その利用目的を明示し

なければならない。 

 

（適正な管理） 

第８条 鵠沼石上地区自主防災組織は、個人情報の保護を図るため個人情報管

理責任者を定め、次に掲げる事項について必要な措置を講じなければ

ならない。 

（１）正確かつ最新なものとすること。 

（２）漏洩、滅失または棄損その他の事故を防止すること。 

（３）管理する必要がなくなったときは、速やかに廃棄または消去すること。 

 

（第三者提供の制限） 

第９条 鵠沼石上地区自主防災組織は、次に掲げる場合を除くほか、あらかじ

め本人の同意を得ないで保有個人情報を第三者に提供してはならない。 

（１）法令に基づく場合。 

（２）人の生命、身体または財産の保護のために必要がある場合であって、本

人の同意を得ることが困難であるとき。 

（３）公衆衛生の向上または児童の健全な育成の推進のために特に必要があ

る場合であって、本人の同意を得ることが困難であるとき。 

（４）国の機関もしくは地方公共団体またはその委託を受けた者が、法令の定

める事務を遂行することに協力する場合であって、本人の同意を得るこ

とにより当該事務の遂行に支障を及ぼすおそれがあるとき。 

２ 鵠沼石上地区自主防災組織の役員および役員であった者、並びに要援護者

の支援者および支援者であった者は、鵠沼石上地区自主防災組織が作成

する要援護者名簿等に記載された個人情報を利用する場合は、鵠沼石上

地区自主防災組織が定める利用目的の範囲内とし、支援関係者以外の第

三者に提供してはならない。 
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（利用目的の公表） 

第１０条 鵠沼石上地区自主防災組織は、保有する個人情報の利用目的および

次条の規定による開示等の請求に応じる手続きの方法を、鵠沼石上

地区自主防災組織が発行する会報等に掲載するなどの手段により、

要援護者の知り得る状態に置かなければならない。 

 

（開示等） 

第１１条 鵠沼石上地区自主防災組織は、本人から、当該本人が識別される保

有個人情報の開示を求められたときは、本人に対し遅延なく、当該

保有個人情報を開示しなければならない。なお、開示の求めができ

る者はこの要援護者とし、本人が開示を求めることができない、ま

たはやむを得ない理由があると認めるときは、代理人によってする

ことができるものとし、次項以下についても同様とする。 

 ２ 鵠沼石上地区自主防災組織は、本人から当該本人が識別される保有個人

情報の内容が事実でないという理由によって、当該保有個人情報の内容

の訂正を求められた場合には、利用目的の達成に必要な範囲内において、

遅延なく必要な調査を行い、その結果に基づき、当該保有個人情報の内

容の訂正等を行わなければならない。 

なお、保有個人情報の内容の全部もしくは、一部について訂正を行った

とき、または訂正を行わない旨の決定をしたときは、本人に対し、遅延

なくその旨を通知しなければならない。 

 ３ 鵠沼石上地区自主防災組織は、本人から、当該本人が識別される保有個

人情報が第６条の規定に反して取り扱われているという理由または第７

条の規定に反して取得されてものであるという理由によって、当該保有

個人情報の利用の停止または消去を求められた場合であってその求めに

理由があると判明したときは、必要な範囲で、遅延なく当該保有個人情

報の利用停止等を行わなければならない。 

 

（理由の説明） 

第１２条 鵠沼石上地区自主防災組織は、前条の規定により、本にから求めら

れた措置の全部または一部について、その措置をとらない旨を通知

する場合、またはその措置と異なる措置をとる旨を通知する場合は、

本人に対し、その理由を説明するよう努めなければならない。 

 

（苦情の処理） 

第１３条 鵠沼石上地区自主防災組織は、保有する個人情報の取り扱いに関す
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る苦情の適切かつ迅速な処理に努めなければならない。 

 

（取り扱い事務の継承） 

第１４条 鵠沼石上地区自主防災組織の役員に改選があったときは、新旧の役

員は要援護者名簿等について、すみやかに引継ぎを行わなければな

らない。 

 

附則 

この規程は、平成２２年６月１日から施行する。 

 

 

 

１)要援護者名簿の情報管理 

 

平成２１年度定期総会で決議された要援護者名簿の情報管理は、町内会長

（自主防災会長）に保管され、災害時救出の場合に防災部長及び各防災リ

ーダーへ名簿、自宅地図、救出方法等の個人情報を渡し各防災リーダーの

もとに救出を行う。 

 

以上決議されているが、これを次のように改める。 

イ）個人情報管理の責任者は町内会長(自主防災会長)とする。 

ロ）個人情報は石上町内会館内（保管庫）に置かれる。 

ハ）保管庫の鍵は町内会長（自主防災会長）、防災部長（正、副）、各防

災リーダー（３名）、総務部（正、副）の８名が所持し緊急時の開閉

を行う。 

二）保管庫開閉は自主防災会長又は防災部長（正、副）いずれかの了解を

得て２名以上で行う事。 

ホ）保管庫開閉記録帳を備え置く事。 

 

以上 

平成２３年６月１日より実施する。 

 


